
　
二
月
二
十
七
日
、
管
内
の
酪
農
家
、
Ｊ
Ａ
、
各
関
係
機
関�

か
ら
約
二
百
五
十
名
が
参
加
し
た
根
室
管
内
酪
農
民
要
請
集�

会
。
脱
粉
過
剰
在
庫
問
題
と
限
度
数
量
の
堅
守
な
ど
を
求
め�

て
平
成
十
七
年
度
の
乳
価
・
関
連
対
策
（
主
要
六
項
目
）
を�

要
請
し
た
。�

女性部料理講習会�

根室管内酪農民要請集会　北村代議士に要請文を読み上げる纐纈組合長�

えふ・すうぃーる勉強会�青年部乳質改善講習会�



根
室
地
区
酪
農
対
策
協
議
会
で
は
、

経
営
安
定
、
自
給
飼
料
、
畜
産
環
境
、

生
産
基
盤
対
策
な
ど
地
域
や
酪
農
畜

産
農
家
等
の
実
態
を
ふ
ま
え
所
得
の

確
保
と
経
営
の
安
定
化
を
図
る
べ
く

万
全
な
対
策
の
実
現
に
向
け
て
、
本

年
度
も
根
室
管
内
酪
農
民
要
請
集
会

を
二
月
二
十
七
日
、
ト
ー
ヨ
ー
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
い
た
。

当
日
は
、
管
内
の
酪
農
家
、
Ｊ
Ａ

及
び
各
関
係
機
関
か
ら
約
二
百
五
十

名
が
出
席
。
主
催
者
で
あ
る
当
協
議

会
高
橋
会
長
（
Ｊ
Ａ
中
標
津
）の
挨

拶
で
要
請
集
会
が
開
会
さ
れ
た
。

情
勢
研
究
会
で
は
、
ホ
ク
レ
ン
枳

穀
副
会
長
か
ら
酪
農
畜
産
政
策
・
価

格
対
策
に
お
け
る
主
要
六
項
目
（
酪

畜
基
本
政
策
、
畜
産
環
境
、
酪
畜
政

策
と
価
格
対
策
、
生
産
基
盤
強
化
、

Ｂ
Ｓ
Ｅ
、
食
の
安
全
と
安
心
）
の
説

明
が
あ
り
、
そ
の
詳
細
を
Ｊ
Ａ
北
海

道
中
央
会
沼
田
氏
が
引
き
続
き
説
明
。

さ
ら
に
、
要
請
集
会
で
は
、
衆
議

院
議
員
北
村
直
人
氏
を
招
き
、
根
室

地
区
を
代
表
し
て
当
協
議
会
纐
纈
副

会
長
（
Ｊ
Ａ
計
根
別
）
か
ら
根
室
酪

農
民
の
総
意
が
込
め
ら
れ
た
要
請
文

が
手
渡
さ
れ
た
。
北
村
氏
か
ら
は

「
限
度
数
量
の
堅
守
。
数
量
の
在
り

方
を
国
に
持
ち
帰
り
議
論
し
た
い
。

ま
た
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

商
品
づ
く
り
な
ど
に
も
取
り
組
み
、

生
産
さ
れ
た
牛
乳
一
滴
た
り
と
も
無

駄
に
は
し
な
い
」
と
の
力
強
い
発
言

が
あ
っ
た
。

最
後
は
、
参
会
者
を
代
表
し
て
Ｊ

Ａ
根
室
地
区
青
年
部
連
絡
協
議
会
北

村
副
会
長
が
、
根
室
酪
農
の
要
求
実

現
に
向
け
て
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
を
行

い
、
若
い
世
代
の
パ
ワ
ー
溢
れ
る
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が
当
会
を
大
い
に

盛
り
上
げ
た
。

2

根室管内�
酪農民�
要請集会�

根室管内�
酪農民�
要請集会�

脱粉過剰在庫対策と限度数量の堅守などを強く求めた要請集会�脱粉過剰在庫対策と限度数量の堅守などを強く求めた要請集会�脱粉過剰在庫対策と限度数量の堅守などを強く求めた要請集会�

北村副会長の発声によるJA根室地区青年部連絡協議会の力強い〝ガンバロウ三唱〟Z

主催者である地区酪対高橋会長の挨拶

枳穀副会長から乳価関連対策の説明

主要六項目の説明をする沼田氏

要請内容を確認し、
参会者に決意を表明する北村代議士 根室の総意を込めて要請する纐纈組合長
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女
性
部
で
は
、
牛
乳
乳
製
品
を
使

っ
た
料
理
の
普
及
を
目
的
と
し
て
、

二
月
二
十
四
日
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て

料
理
講
習
会
を
開
い
た
。

当
日
は
、
女
性
部
員
約
二
十
名
が

参
加
、
部
員
と
農
協
職
員
自
ら
が
講

師
を
務
め
、
ピ
ザ
、
サ
ラ
ダ
、
チ
ー

ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
ム
ー

ス
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
四
品

の
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
部
員
は
、
手
際
よ
く
調

理
を
進
め
、
食
材
も
青
年
部
、
女
性

部
で
作
っ
た
手
作
り
チ
ー
ズ
を
メ
イ

ン
に
、
牛
乳
、
野
菜
、
果
物
と
女
性

ら
し
く
ヘ
ル
シ
ー
な
料
理
が
準
備
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
料
理
に
役
割
分
担

が
な
さ
れ
、
短
時
間
で
全
て
の
料
理

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
お
楽
し
み
の
試
食
会
と

な
り
、
み
ん
な
で
作
っ
た
料
理
を
囲

ん
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

二
月
十
七
日
西
春
別
「
島
梟
」
に
て
緑
会
の

研
修
会
が
行
わ
れ
、
五
名
の
部
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

昼
食
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
入
浴
と
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
み
、
各
自
で
自
由
な
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

昼
食
は
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の
メ
ニ
ュ

ー
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
ほ
ぼ

完
食
！

そ
の
後
は
、
女
性
部
の
近
況
報
告
や
「
来
年

は
是
非
こ
う
い
う
取
り
組
み
を
し
た
い
」
と
い

っ
た
話
題
へ
。
そ
の
中
で
、「
一
年
を
通
し
て

何
か
作
品
作
り
に
取
り
組
め
た
ら
い
い
ね
」
と

い
う
意
見
や
「
み
ん
な
で
お
金
を
た
め
て
緑
会

で
ど
こ
か
旅

行
に
で
も
行

き
た
い
ね
」

な
ど
と
そ
れ

ぞ
れ
活
発
な

意
見
が
出
さ

れ
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過

ご
す
事
が
で

き
ま
し
た
。

参
加
者
の

皆
さ
ん
お
疲

れ
様
で
し
た
。

次
年
度
事
業
へ
積
極
的
な

意
見
が
出
さ
れ
た
研
修
会

Ｊ
Ａ
計
根
別
女
性
部
緑
会

牛
乳
乳
製
品
を
使
っ
た
料
理
の
普
及
を
目
指
し
て

女
性
部
料
理
講
習
会

とても上手に出来ました。では〝いただきまーす〟

役割分担を行い、手際よく調理する女性部員

チーズフォンデュ モッツアレラチーズのサラダ 納豆ピザ ヨーグルトムース

参加者全員で記念撮影
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二
月
七
〜
八
日
、
系

統
女
性
部
で
は
生
産
技

術
の
習
得
と
知
識
の
向

上
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
恒
例
と
な
る
研
修
会

を
ホ
ク
レ
ン
本
所
に
て

開
い
た
。

研
修
会
は
、
講
師
と

し
て
ホ
ク
レ
ン
養
鶏
課

西
野
氏
、
全
農
畜
産
生

産
課
北
島
氏
を
招
き
、

系
統
女
性
部
か
ら
九

名
、
引
率
し
た
関
係
者

を
含
む
十
二
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

西
野
氏
か
ら
は
、
飼
料
原
料
の
情
勢
と
し
て
原
料
の
輸
入

か
ら
生
産
者
に
届
く
ま
で
の
生
産
コ
ス
ト
が
説
明
さ
れ
た
。

ま
た
、
北
島
氏
か
ら
は
子
牛
の
栄
養
、
飼
養
管
理
の
講
話
と

な
り
、
代
用
乳
と
人
工
乳
の
定
義
が
説
明
さ
れ
る
な
ど
、
ミ

ル
ク
の
適
正
な
利
用
を
学
ぶ
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。

地
域
農
業
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
組
織
の
活

性
化
を
図
り
、
組
織
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

役
割
と
今
後
の
方
向
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
て
「
地
域
農
業
・
組
合
員
リ
ー
ダ
ー

育
成
研
修
会
」
が
二
月
二
〜
四
日
Ｊ
Ａ
カ

レ
ッ
ジ
に
て
開
催
さ
れ
、
当
農
協
か
ら
青

年
部
員
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
研
修
会
に
は
、
宍
戸
洋
行
く
ん
（
大

成
）
と
杉
本
聡
史
く
ん
（
西
竹
）
が
参
加
。

過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
研
修

会
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍

す
る
講
師
が
揃
い
、
貴
重
な
講
話
を
聞
く

こ
と
と
な
っ
た
。
な
か
で
も
、
Ｊ
Ａ
き
た

そ
ら
ち
の
黄
倉
組
合
長
か
ら
「
農
業
は
、

今
の
日
本
を
支
え
て
い
る
（
安
心
、
安
全
、

信
頼
）」
と
話
さ
れ
、
参
加
者
全
員
が
共

感
す
る
な
ど
、
組
織
面
で
も
Ｊ
Ａ
の
本
質

と
組
織
リ
ー
ダ
ー
の
重
要
性
、
消
費
者
と

の
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
い
か
に
大

事
か
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
し
た
青
年
部
員
か
ら
は
、「
研
修

会
で
学
ん
だ
こ
と
を
胸
に
、
自
ら
の
酪
農

経
営
と
組
織
活
動
に
全
力
を
注
い
で
い
き

た
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

飼料の生産コストとミルクの適正な利用を学ぶ�飼料の生産コストとミルクの適正な利用を学ぶ�

Ｊ
Ａ
の
本
質
と
組
織
リ
ー
ダ
ー
の�

　
　
　
重
要
性
を
学
ん
だ
研
修
会�

�

地
域
農
業
・
組
合
員
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
会�

系統女性部�
研修会�

飼料原料の情勢等を学ぶ参加者 子牛の栄養管理について説明する北島氏



5

国内の酪農情勢と�
　循環型酪農の重要性を学ぶ�
国内の酪農情勢と�
　循環型酪農の重要性を学ぶ�

～地区青協  幹部研修会～�

�

～地区青協  幹部研修会～�

二
月
二
〜
四
日
、
根
室
地
区
青
年
部
連
絡

協
議
会
で
は
、
最
近
の
酪
農
情
勢
と
平
成
十

七
年
度
の
酪
農
畜
産
、
価
格
対
策
を
学
び
、

酪
農
の
優
良
事
例
を
視
察
す
る
こ
と
に
よ
り

自
ら
の
酪
農
経
営
と
知
識
の
向
上
を
図
る
べ

く
、
６
Ｊ
Ａ
青
年
部
か
ら
十
一
名
の
参
加
に

よ
り
平
成
十
六
年
度
幹
部
研
修
会
を
開
い

た
。研

修
会
で
は
、
農
林
水
産
省
と
の
意
見
交

換
会
が
行
わ
れ
、
バ
タ
ー
、
脱
粉
の
過
剰
在

庫
と
乳
価
に
つ
い
て
の
状
況
報
告
が
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、
本
年
度
の
猛
暑
に
よ
る
影
響

で
牛
乳
消
費
の
低
迷
が
続
き
、
今
後
の
対
応

策
が
急
務
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
糞
尿
処
理
問

題
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と
の

内
容
で
あ
っ
た
。

翌
日
は
、
千
葉
県
で
酪
農
を
営
む
川
名
牧

場
を
視
察
。
こ
こ
で
は
、
循
環
型
酪
農
を
目

指
し
て
「
土
づ
く
り
、
草
づ
く
り
、
牛
づ
く

り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
酪
農
経
営
を
実
践
し
て

い
た
。
こ
の
牧
場
で
の
特
徴
は
、
府
県
酪
農

特
有
の
購
入
飼
料
依
存
型
で
は
な
く
、
自
給

粗
飼
料
に
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
と
く
に
堆
肥

づ
く
り
に
は
力
を
入
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

堆
肥
は
、
共
同
堆
肥
舎
（
撹
拌
式
）
を
利
用

し
、
オ
ガ
ク
ズ
を
用
い
た
水
分
調
整
に
よ
り

良
質
な
堆
肥
が
生
産
さ
れ
、
生
産
さ
れ
た
堆

肥
も
全
体
の
三
〇
％
が
用
途
別
に
畑
作
、
園

芸
、
商
社
な
ど
に
販
売
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
川
名
氏
は
牛
群
改
良
、
飼
養
管

理
、施
設
の
有
効
活
用
な
ど
に
も
取
り
組
み
、

独
自
の
経
営
感
覚
を
発
揮
し
、
個
性
あ
る
経

営
ス
タ
イ
ル
が
確
立
さ
れ
て
い
た
。

最
後
に
、
幹
部
研
修
会
へ
参
加
し
て
国
内

の
酪
農
情
勢
を
学
び
、
今
後
の
酪
農
経
営
に

何
が
必
要
な
の
か
？
を
考
え
さ
せ
ら
れ
、
視

察
で
は
経
営
感
覚
も
根
室
酪
農
に
限
り
な
く

近
い
事
例
で
あ
り
、
自
ら
の
経
営
に
活
か
せ

る
考
え
方
を
学
ん
だ
充
実
し
た
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

千葉県川名牧場の糞尿処理施設

牛舎内で説明を聞く参加者

経営概要を説明する川名氏

農水との意見交換会。
参加者からは糞尿処理に話題が集中

農林水産省の担当者が勢揃い

用途別に商品化された堆肥。畑作・園芸・商社などに流通
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Ｑ１．あなたの趣味は？�
Ａ１．スキー、ドライブ�
Ｑ２．今あなたがハマっているもの�
Ａ２．家でボーッとすること�
Ｑ３．今年やりたいことは？�
Ａ３．できれば育成舎を自分で作りたい�
　　　（昨年、住宅裏の倉庫も二年がかりで作ったようです）�
Ｑ４．好きな女性のタイプは？有名人に例えると�
Ａ４．竹内結子、長谷川京子、チェ・ジウなど、まだまだいます。�
Ｑ５．将来の目標は？�
Ａ５．あせらず、のんびりと酪農を続けられれば…�
Ｑ６．友達を紹介してください。�
Ａ６．中村正博くんです。�
Ｑ７．なぜ中村くんを選んだのですか？�
Ａ７．今、たまたま横にいたから�
�

坂地  浩二（上標津支部）�
Ｓ50.12.27　29才�

購　入　時　期／平成15年９月�
年　　　　　式／平成６年式�
購入のキッカケ／友人から譲り受けた�
お 気 に 入 り／①センターマフラー　②ラジオが聞こえないところ�
思 い 出／姪っ子を乗せてドライブに行ったとき、この車“うるさい！”�
　　　　　　　　と怒られた。�
�

　
今
月
の
逸
品
館
は
、
個
性
的
な
ス
タ
イ
ル
で
根
強
い
人
気

が
続
く
　
ミ
ニ
ク
ー
パ
ー
　
の
紹
介
で
す
。�

　
こ
の
車
は
、
本
人
が
昔
か
ら
憧
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
「
い

つ
か
は
ミ
ニ
ク
ー
パ
ー
」
と
思
い
続
け
、
つ
い
に
現
実
の
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
車
内
を
拝
見
さ
せ
て
頂
く
と
綺
麗
に
扱

わ
れ
て
お
り
、
白
一
色
に
統
一
さ
れ
た
内
装
が
特
徴
的
で
す
。

ま
た
、
冬
期
間
は
車
両
を
痛
め
や
す
い
の
で
、
あ
ま
り
車
に

乗
ら
な
い
と
か
？�

　
オ
ー
ナ
ー
の
セ
ン
ス
の
良
さ
と
車
に
対
す
る
愛
着
を
感
じ

さ
せ
る
逸
品
、
い
つ
ま
で
も
ミ
ニ
ク
ー
パ
ー
と
楽
し
い
人
生

を
送
っ
て
頂
き
た
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。�

�

　
忙
し
い
時
期
に
も
関
わ
ら
ず
取
材
に
ご
協
力
し
て
頂
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

�

〝
　
�

　
〟
�

年部　　　版�
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「
将
来
の
青
年
部
員
」

青
年
部
広
報
部
会
　
大
　
沢
　
武
　
史

昨
年
、
別
海
町
の
中
学
生
弁
論
大
会
に

参
加
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に

「
将
来
の
夢
」
と
題
し
て
「
将
来
酪
農
家

に
な
り
た
い
」
と
い
う
自
分
た
ち
に
と
っ

て
非
常
に
心
強
い
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

「
幼
少
の
頃
か
ら
酪
農
家
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
共
進
会

を
通
じ
て
牛
と
真
剣
に
向
き
合
う
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
、
改
め
て
酪
農
の
こ
と
を

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
酪

農
を
も
っ
と
ク
リ
ー
ン
な
イ
メ
ー
ジ
に
し

た
い
。
そ
の
た
め
に
も
専
門
知
識
、
技
術

を
習
得
し
、
自
分
の
目
指
す
酪
農
を
し
っ

か
り
描
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
力
強

い
内
容
で
す
。

自
分
は
、
こ
の
発
表
を
聞
い
た
と
き
地

域
を
担
う
後
継
者
が
ま
た
一
人
増
え
た
と

喜
び
、
こ
れ
を
支
え
て
い
く
の
が
我
々
青

年
部
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

将
来
の
青
年
部
員
、
そ
し
て
仲
間
と
し
て

一
人
で
も
多
く
の
子
供
た
ち
が
地
域
の
酪

農
家
と
な
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

青
年
部
で
は
、
農
協
の
乳
質
改
善
三
ヵ
年
対
策
の

最
終
年
度
を
向
か
え
て
、
現
在
ま
で
の
成
績
と
成
果

を
確
認
し
、
さ
ら
に
は
、
次
年
度
対
策
に
向
け
た
課

題
の
抽
出
を
行
う
べ
く
、
農
協
和
室
に
て
二
月
九
日

乳
質
改
善
講
習
会
を
開
い
た
。

当
日
は
、
青
年
部
員
二
十
二
名
が
参
加
。
講
師
に

生
産
販
売
事
業
部
の
高
橋
係
長
を
招
い
て
の
講
習
会

と
な
り
、
生
乳
生
産
、
乳
質
成
績
、
バ
ル
ク
乳
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
結
果
を
聞
き
、
十
六
年
度
の
乳
質
状
況

等
を
踏
ま
え
、
次
年
度
以
降
の
乳
質
改
善
対
策
と
管

内
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
内
容
を
聞
く
こ
と
と
な
っ
た
。

生
乳
生
産
も
休
農
者
の
増
加
、
治
療
牛
や
乳
房
炎

罹
患
牛
の
生
乳
廃
棄
が
影
響
し
、
前
年
対
比
九
十

九
・
六
％
。
乳
質
で
は
、
合
乳
で
の
細
胞
ク
リ
ア
率

は
向
上
し
て
い
る
も
の
の
、
細
菌
ク
リ
ア
率
が
前
年

を
下
回
り
、
衛
生
的
な
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
菌

種
で
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
感
染
レ
ベ
ル
の
高

い
グ
ル
ー
プ
の
抑
制
が
今
後
も
必
要
と
の
事
だ
っ

た
。
次
年
度
に
向
け
て
は
、
新
規
感
染
牛
の
低
減
対

策
と
し
て
、
衛
生
管
理
の
徹
底
と
乳
牛
の
健
康
管
理
、

搾
乳
シ
ス
テ
ム
点
検
、
Ｓ
Ａ
感
染
レ
ベ
ル
の
抑
制
が

検
討
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
細
菌
数
対
策
で
は
、
洗

浄
の
三
大
要
素
（
水
量
、
洗
剤
濃
度
、
温
度
）
の
確

認
と
二
次
汚
染
要
素
の
排
除
が
求
め
ら
れ
、
良
質
乳

生
産
の
基
本
と
な
る
搾
乳
衛
生
の
重
要
性
を
学
び
ま

し
た
。

最
後
に
、
永
遠
の
テ
ー
マ
と
な
る
乳
質
改
善
、
青

年
部
で
は
次
年
度
事
業
に
お
い
て
も
活
動
重
点
項
目

の
一
つ
と
し
て
考
え
、
地
域
の
乳
質
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

搾乳衛生の重要性を学び、乳質改善に積極的な取り組みを�搾乳衛生の重要性を学び、乳質改善に積極的な取り組みを�
ＪＡ計根別青年部乳質改善講習会�

ディッピング容器に注目する青年部員。ディッピング液が泡状に…

ディッピング容器の説明をする
講師の高橋係長
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昨
年
三
月
、
初
め
て
え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
と
交
流

を
し
た
女
性
酪
農
後
継
者
小
林
さ
ん
（
置
戸
町
）
が
、

一
月
二
十
五
日
に
再
び
計
根
別
を
訪
れ
、
メ
ン
バ
ー

と
の
再
会
を
果
た
し
た
。

こ
の
た
び
の
目
的
は
、
今
年
の
一
月
か
ら
家
業
を

継
ぎ
、
メ
ン
バ
ー
と
同
じ
立
場
で
酪
農
と
関
わ
る
こ

と
の
報
告
と
酪
農
を
通
じ
た
情
報
交
換
だ
っ
た
。

交
流
会
で
は
、
メ
ン
バ
ー
も
家
業
を
継
い
だ
こ
と

を
喜
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
貴
重
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
な
ど
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
翌
日
に
は
、
会
長
宅
で
あ
る
小
西
牧
場

（
大
成
）
の
視
察
を
行
い
、
牧
場
内
を
親
切
、
丁
寧

に
説
明
す
る
な
ど
、
経
営
規
模
、
形
態
が
良
く
似
て

い
る
こ
と
か
ら
も
大
変
勉
強
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

最
後
に
、
え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
で
は
来
年
度
も
交

流
活
動
を
通
じ
て
友
好
関
係
を
深
め
、
女
性
酪
農
後

継
者
の
仲
間
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
で
は
、
本
年
の
サ
イ

レ
ー
ジ
に
お
け
る
傾
向
と
飼
料
給
与
で
の
対

策
を
学
び
、
さ
ら
に
は
昨
年
建
設
さ
れ
た
計

根
別
管
内
の
牛
舎
施
設
を
視
察
、
日
々
進
歩

す
る
搾
乳
機
器
な
ど
の
見
聞
を
広
め
よ
う
と

二
月
二
十
八
日
農
協
和
室
に
て
勉
強
会
を
開

い
た
。

勉
強
会
に
は
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
出
席
。

講
師
と
し
て
ホ
ク
レ
ン
金
内
氏
を
招
き
、
サ

イ
レ
ー
ジ
分
析
結
果
に
基
づ
い
た
地
域
の
傾

向
が
話
さ
れ
、
飼
料
給
与
の
ポ
イ
ン
ト
と
粗

飼
料
調
整
技
術
を
含
め
た
内
容
で
勉
強
会
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
牧
場
視
察
を
行
い
、
西
塚
牧
場

（
上
標
津
）
へ
と
向
か
い
、
広
く
て
快
適
な

事
務
所
で
長

男
の
知
也
く

ん
か
ら
牧
場

の
概
要
が
説

明
さ
れ
、
ロ

ボ
ッ
ト
に
し

て
か
ら
変
わ

っ
た
こ
と

は
？
の
質
問

に
「
搾
乳
時

間
に
囚
わ
れ

る
こ
と
が
な

く
な
っ
た
。

三
回
搾
乳
に

よ
り
個
体
乳
量
も
伸
び
、
乳
質
も
安
定
し
そ

う
で
す
」
と
話
さ
れ
た
。
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の

見
学
に
移
る
と
デ
ラ
バ
ル
製
ロ
ボ
ッ
ト
の
ア

ー
ム
（
動
き
）
に
メ
ン
バ
ー
も
驚
き
「
本
当

の
ロ
ボ
ッ
ト
み
た
い
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま

し
た
。

次
に
、
葛
西
牧
場
（
計
根
別
）
の
見
学
。

牛
舎
に
着
い
た
と
た
ん
木
製
の
牛
舎
に
メ
ン

バ
ー
も〝
ア
然
〞。
豪
華
さ
と
温
も
り
を
感
じ

さ
せ
る
施
設
は
、
当
然
の
ご
と
く
木
（
カ
ラ

マ
ツ
）
の
匂
い
が
漂
い
、
そ
こ
に
キ
ャ
リ
ロ

ボ
が
設
置
さ
れ
、
現
在
の
繋
ぎ
牛
舎
の
理
想

像
を
思
わ
せ
る
空
間
に
終
始
感
動
し
て
い
ま

し
た
。

置戸町の女性酪農後継者との再会を喜んで
えふ・すうぃーる交流会

飼料給与と搾乳施設を学んだ勉強会
えふ・すうぃーる勉強会

牛舎内を見学する小林さん。タイストールに興味が…

パドック内を説明する小西会長

今年のサイレージの傾向と対策を学ぶメンバー

西塚牧場で搾乳ロボット（デラバル）を視察。説明するのは長男知也くん

葛西牧場では、キャリロボと木製牛舎を視察
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白黒通信�
計根別乳牛改良連合会�

計
根
別
乳
牛
検
定
組
合
で
は
、
近

年
乳
検
加
入
者
が
増
え
る
な
か
、
酪

農
経
営
の
基
礎
と
な
る
乳
検
デ
ー
タ

の
見
方
と
活
用
を
学
び
、
自
ら
の
経

営
改
善
を
図
ろ
う
と
二
月
十
七
日
、

農
協
二
Ｆ
会
議
室
に
て
乳
検
デ
ー
タ

活
用
講
習
会
を
開
い
た
。

講
習
会
は
、
酪
農
検
定
検
査
協
会

の
佐
坂
氏
を
招
い
て
、
関
係
者
を
含

め
た
二
十
五
名
が
参
加
。
ま
た
、
参

加
者
の
半
数
が
女
性
で
あ
り
、
乳
検

に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
を
感
じ
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
い
つ
も
決

ま
っ
た
所
し
か
見
な
か
っ
た
け
ど
、

色
々
な
活
用
方
法
が
あ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
、
と
て
も
有

意
義
な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

女性の関心も高まる�

乳検データ�
活用講習会�

�計根別乳牛検定組合�
�

女性の関心も高まる�

乳検データ�
活用講習会�

�

平成17年度
各種共進会日程のお知らせ

5月22日A予定　　　根室Ｂ＆Ｗショウ

5月28日G～29日A 北海道Ｂ＆Ｗショウ

8月26日F予定　　　根室ホルスタイン共進会

9月23日F～25日A 北海道ホルスタイン
ナショナルショウ

11月3日E～ 6日A 第12回全日本ホルスタイン共進会

第42回乳牛総合共進会より

女性の参加が目立った講習会

乳検データの見方と活用を説明する佐坂氏
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食の安心と安全を考える　シリーズ②�

牛の個体識別のための情報の管理及び伝達に関する特別措置法�

生産販売事業部　生産課�



これからの糞尿散布と草地管理①

11

　家畜排せつ物法に基づく管理基準の適用により、野積みによる堆積が禁止され、冬期間の糞尿堆積が既存
の堆肥舎では厳しい状況にあります。また、スラリー体系を採用しているところでも、増頭により現状のス
ラリーストア等での容量不足が懸念されます。�
�
�
『融雪期の糞尿管理』�
１）糞尿散布の準備�
　¡今年の土壌凍結深度は平年に比べ、約１／３程度と�
　　浅い状況です。（右図参照）�
　¡草地の融雪が早まると、早期に糞尿散布が可能にな�
　　り、収穫時の牧草の硝酸態窒素濃度を低減すること�
　　ができます。�
　¡融雪時に排水不良地の滞水が凍結して、牧草の窒息�
　　を招くことがあるので、そのような場所には溝切り�
　　など排水性の改善が必要です。�
�
�
２）雪上散布の禁止�
　糞尿の雪上散布は絶対にしないで下さい！糞尿中の水分が凍結盤上を流れて、河川への流出の恐れがあり
ます。�
�
�
３）糞尿処理施設近辺に注意！�
�
�
�
　　上記のような流出入の恐れがある場合には、水路を作るなど防止対策を行いましょう。�
�
�
４）河川と隣接する草地へ散布する時の注意�
　河川への表面流出や地下流出がおきないように、草地の境界から内側約10ｍ幅を緩衝帯（河畔林等がある
場合はそれが緩衝帯の役目をします）とし、緩衝帯には糞尿を散布しないようにします。�
�
�
５）簡易貯留施設の増設�
　もし既存施設のみでは容量的に不足すると考え�
られる場合には、貯留施設の増設を検討して下さ�
い。�
　貯留施設については、先月号でも紹介されてい�
ますが、貝殻を利用した簡易な堆肥貯留施設や、�
シート利用型ラグーン（右図）など、安価で導入�
できるものもあります。詳しくは農協、普及セン�
ター（②－2163）へ�
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家庭菜園のコツ

【
輪
作
体
系
と
作
付
計
画
】

一
般
的
に
同
一
作
物
を
連
作
す
る

と
、
地
力
の
低
下
や
病
害
虫
密
度
が

高
ま
り
、
収
量
・
品
質
が
低
下
し
ま

す
。
基
本
的
に
は
三
〜
四
年
サ
イ
ク

ル
で
、
計
画
的
に
輪
作
し
て
栽
培
し

ま
し
ょ
う
。
作
物
に
よ
っ
て
は
比
較

的
、
連
作
に
強
い
作
物
や
、
弱
く
四

年
以
上
の
輪
作
が
必
要
な
作
物
も
あ

り
ま
す
。

毎
年
、
ハ
ウ
ス
や
畑
の
ど
こ
に
何

を
作
付
け
し
た
の
か
、
ほ
場
台
帳
を

作
っ
て
記
録
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。

○
連
作
に
耐
え
る
〜
た
ま
ね
ぎ
・

な
が
ね
ぎ
・
に
ら
・
に
ん
に

く
・
か
ぼ
ち
ゃ
・
ア
ス
パ
ラ

○
短
期
（
二
〜
三
年
）
輪
作
を
必

要
と
す
る
〜
レ
タ
ス
・
セ
ル
リ

ー
・
だ
い
こ
ん
・
ほ
う
れ
ん
そ

う
○
長
期
（
四
年
以
上
）
輪
作
を
必

要
と
す
る
〜
ト
マ
ト
・
な
す
・

き
ゅ
う
り
・
メ
ロ
ン
・
え
ん
ど

う
・
は
く
さ
い
・
キ
ャ
ベ
ツ
・

ば
れ
い
し
ょ

【
苗
選
び
】

市
販
の
ポ
ッ
ト
苗
を
購
入
す
る
時

は
、
草
丈
は
低
く
て
も
堅
く
が
っ
ち

り
育
っ
て
い
る
も
の
、
葉
色
の
緑
が

濃
い
も
の
よ
り
日
焼
け
し
て
い
る
と

感
じ
る
株
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

ポ
ッ
ト
内
に
根
が
十
分
に
張
っ
て

な
く
、
苗
を
ポ
ッ
ト
か
ら
抜
く
と
根

土
が
崩
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
場
合

は
、
す
ぐ
に
定
植
せ
ず
に
、
十
〜
十

五
日
間
は
肥
培
管
理
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
液
肥
（
ハ
イ
ポ
ネ
ッ
ク
ス

微
粉
一
、〇
〇
〇
倍
液
等
）を
二
〜
三

日
間
隔
で
四
〜
五
回
与
え
、
茎
葉
を

堅
く
引
き
締
め
る
と
同
時
に
根
張
り

を
よ
く
し
て
か
ら
定
植
し
ま
し
ょ
う
。

【
苗
の
定
植
】

活
着
を
良
く
す
る
た
め
に
は
、
ポ

ッ
ト
苗
に
は
植
え
付
け
前
に
た
っ
ぷ

り
水
を
や
っ
て
お
き
、
雨
の
日
の
植

え
付
け
は
避
け
ま
す
。
マ
ル
チ
栽
培

の
場
合
は
定
植
の
数
日
前
に
マ
ル
チ

を
し
、
地
温
を
高
め
た
上
で
定
植
し

ま
す
。

ま
た
、
定
植
後
は
強
風
に
当
て
な

い
工
夫
を
す
る
と
共
に
、
ト
マ
ト
、

な
す
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
草
丈
の
高

い
苗
を
定
植
す
る
場
合
は
、
定
植
後

す
ぐ
に
支
柱
を
立
て
て
苗
を
固
定
し

活
着
を
助
け
ま
す
。

春
の
訪
れ
が
間
近
と
な
り
ま
し
た
。
ほ
場
作
業
が
始
ま
り
忙
し
く
な
る
前

に
、
今
年
の
家
庭
菜
園
の
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

な
る
べ
く
農
薬
を
使
わ
ず
に
収
穫
時
期
を
迎
え
る
た
め
に
は
、
適
切
な
管

理
作
業
が
必
要
で
す
（
表
一
）。
も
し
疫
病
が
発
生
し
て
も
、
速
や
か
に
対
処

す
れ
ば
最
低
限
の
農
薬
で
す
む
場
合
が
多
い
で
し
ょ
う
。

【表１　作物別管理のポイント】
ばれいしょ　　　¡酸性土壌を好むので、石灰は使用しない

¡培土（土寄せ）は、花が咲く前に終わらせ
る

だいこん　　　　¡春だいこん、秋だいこんがあり品種を変え
る

¡す入り発生を防ぐため、肥料切れを起こさ
せないよう有機質肥料を利用する

にんじん　　　　¡整地を丁寧に行う
¡覆土は浅く（１㎝）発芽するまで土が乾か
ないようかん水する

¡肥料きれすると肥大が悪く、病気も発生す
るので４葉～６葉期ころ追肥する

はくさい　　　　¡抽台（とう立）を防ぐため、早まきしすぎ
ないようにする

¡石灰を使用して、芯腐れ症を防ぐ
¡結球始めまでに追肥して、結球を良くする

ほうれんそう　　¡酸性をきらうので必ず石灰を使用する
¡新しい畑は堆肥などを十分に入れておく
¡まく時期により品種を選定し、抽台を防ぐ

スイートコーン　¡セル苗で発芽させると生育が早まる
¡分けつは取らないでそのままにする
¡追肥は、本葉５～６葉期に行う

ト マ ト　　　　¡風通しを良くする
¡排水性が良く、耕土が深い（30㎝以上）
場所に植える

¡尻腐れは石灰不足や水不足でも発生する
きゅうり　　　　¡風に弱いので直接当てない

¡排水性が良く、有機質の多い土壌に植える
な　　す　　　　¡風通しを良くする

¡排水性が良く、耕土が深い（30㎝以上）
場所に植える

ピーマン　　　　¡整枝は早めに行う
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駐在所�駐在所�
計根別駐在所 片山　照康�

「おかしいな、不安だな」と思ったら、すぐに相談を!
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子育てしているお母さんひよこクラブで一緒に遊びませんか？�
�

ひよこクラブってなに？�
０歳～入園前の子供とお母さんを対象にしたサークル活動の場です�

子供と遊んだり いろんな情報交換したり  お誕生会  お茶会したり  いろいろ�

毎週水曜日やってます１度見学に来てください�
計根別児童館  10時30分～11時30分�

くわしくは喜来まで ８－２３７８�

◎活 動 日　毎週水曜日・午前10時30分～11時30分�
◎活動場所　計根別児童館・計根別周辺の公園�
◎活動内容　ひよこクラブの規約に則って行う�
　　　　　　ひよこクラブ会報にて連絡報告する�
◎保　　険　安全保険に加入してもらう（母と子）一人500円�
◎会　　費　一人一ヶ月200円（１歳より。二人目からは100円）�
◎持　　物　上　靴�
　　　　　　＊毎月一回のお誕生会やお楽しみ会のときはおやつを用意するので飲み物、�
　　　　　　　おしぼり、お皿等の準備�
　　　　　　＊外遊びのときは、着替えやタオルなど�
�
�
�
10：30～　集まり始め・遊びはじめます。自由に遊んだり、�
　　　　　　工作などの時は役員が呼びかけ始めます�
11：25～　お片づけをします�
11：30～　次回の連絡等をします�
　　　　　　みんなで掃除をして終わります�

クラブの流れ�



き
り
と
り
線�

きりとり線�

クロスワード�
パズル�

クロスワード�
パズル�

クロスワード�
パズル�

住　所�

氏　名�

ＴＥＬ�

答え�
A B C D Ｅ� Ｆ�

あ
と
が
き

冬
の
凍
て
つ
く
寒
さ
を
感
じ
て
、
早
く
暖
か
い
春
が
く
る
の
を
待
ち

わ
び
る
今
日
こ
の
頃
。
組
合
員
皆
様
も
こ
の
寒
さ
で
日
常
作
業
も
苦
労

さ
れ
て
い
る
頃
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

さ
て
、
三
月
と
言
え
ば
〝
卒
業
式
〞
多
く
の
子
供
た
ち
が
、
ま
た
一

歩
成
長
し
、
新
た
な
生
活
を
始
め
ま
す
が
、
未
だ
に
子
供
た
ち
を
狙
っ

た
犯
罪
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
物
騒
な
ご
時
勢
で
す
か
ら
、
あ
る

地
域
で
も
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た
警
報
装
置
な
ど
を
子
供
た
ち
が
携
帯
す

る
世
の
中
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
悪
質
な
事
件
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
農
協
で
も
個
人
情
報
の
漏
洩
を
防
止
し
よ

う
と
全
職
員
に
情
報
管
理
の
徹
底
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
個
人
情

報
流
失
に
よ
る
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
に
と
て
も
重
要
な
こ
と
で

す
。
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
で
は
五
十
六
万
人
の
個
人
デ
ー
タ
が
漏
洩
し
、
侘

び
状
な
ど
の
費
用
で
損
害
額
が
約
三
億
円
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆

様
も
人
ご
と
と
は
思
わ
ず
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
は
充
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

15

クロスワードパズル２月号の答え�

セツブン�
抽選の結果下記の方が当選いたしました。�
すてきなプレゼントを差し上げます。�
企画振興係でお受け取り下さい。�

古川 聖子さん　小林　孝さん　g田 和子さん �
株田クニエさん　西丸 大貴さん�

1

9 10

3 4

7 8

16 1714 15

11 12 13 15

19 2018

2827

22 23 24 25

2 5

3330 31 32

29
E

B

6

F D

C

21

26

A

34 35 36

cタテのキー
1 野球の試合はココで行われます
2 人気カードでタテ１は空席ナシ！
3 立て○○に水を流すような、アナ

ウンサーの流暢な実況中継
4 プロ野球のオールスターが行われ

る頃に、全国各地の神社やお寺で
開かれます

5 堀内さんはジャイアンツの監督、
岡田さんは？

6 プロ野球選手にとっては、コレが
始まるときが一年の始まりだとか

7 阪神vs巨人戦は「○○○○の一戦」
と呼ばれる好カード！

8 甲子園のアルプススタンドから○
○○に広がるグラウンドは、高校
球児の憧れの舞台

12 走り込みで鍛えます！
15 昨年から北海道に本拠を移し、プ

レーオフにも進出したチームは？
17 こうと決めたら○○でも動かない!
20 フェイク、ニセモノ
21 自己流も良いけど、監督やコーチ

の助言を○○○に受け止めること
も大事ですね

24 昨年の日本シリーズ覇者、西武の
マスコットはコレが立派なライオ
ンがモデル

26 どんなバットやグローブも○○○
○次第で一流品に

27 野球で勝つためには、やはりピッ
チャーが大事な○○になります

28 応援に欠かせないメガホンもコレ
の一種

30 プロ野球選手は、遠征で家を○○
にすることも多いようです

31 ノーアウト満塁！点差はわずかに
１点！絶体絶命の○○！

33 キャッチボールをするなら３人組
よりも２人組がいいですね

aヨコのキー
1 昨年は日本プロ野球史上初めて行

われました
2 ココからメジャーを目指します！
5 練習で○○のような汗を流す選手

たち
7 高校野球では、控えの選手が行う

ことが多いですね
8 イチロー選手、松井秀喜選手の守

備位置
9 阪神は一昨年は１位でしたが、昨

年は４位でした…
10 ベイスターズの○○○○○打線が

復活すれば、他チームの大きな脅
威になること間違いナシ！

11 試合前は縁起を担いで食べよう！
13 歌手の奥田民生さんもこのチーム

の大ファンです
14 スコアボードの上にある旗がまっ

たくなびいていない状態
16 力士のビンタ！
18 ホームランを数える単位は？
19 「任せた！」「俺がとる！」守備で

は選手同士かけあうことが大切で
すね

22 サッカーはイレブン、野球は？
23 フォークボールは○○に落ちる変

化球
25 瞬間！
27 惜しまれながら昨年でなくなって

しまった大阪の球団
29 球団の○○とも言えるスター選手

が次々とメジャーに挑戦している
日本球界。このままでいいのか!?

30 プロ１年生
32 昨年のプロ野球はヨコ27とオリ

ックスの○○○○問題を皮切りに
激動のシーズンでした

34 次々と新記録を樹立する天才バッ
ター、イチロー選手の名字は？

35 初回の１点を守りきり、○○イチ
で辛勝！

36 野球ではオールプロで挑みながら
惜しくも銅メダルに終わった、昨
年の五輪開催地は？

クロスワードパズル

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを

さしあげます。なお、正解者多数の場合

は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所内　

（販売機横）の投書箱へ。または、企画　

課までＦＡＸ（8-2556）お願いします。

《締め切り》平成17年３月20日まで

当選者の発表は「けねべつ」４月号誌上
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〝ミルキー杯〟
２月５日、地域の小学生（計根別、養老牛、

俵橋、武佐）が集い、中標津町交流センター

にて親睦バレーボール大会「ミルキー杯」が

開催され、子供たちの元気なプレーが父兄や

観客を盛り上げた。

朝
晩
は
氷
点
下
二
十
度
以
下
と
厳
し
い
冷
え
込
み
で
す
が
、
日
中

は
春
の
陽
気
と
穏
や
か
な
日
々
が
続
く
昨
今
で
す
。

し
か
し
、
酪
農
家
の
春
闘
と
も
云
え
る
十
七
年
度
の
乳
価
・
関
連

対
策
を
半
月
後
に
控
え
、
要
請
運
動
等
で
忙
し
い
毎
日
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

当
初
は
、
昨
年
の
土
地
利
用
型
事
業
の
見
直
し
等
で
激
し
い
争
点

が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
需
給
の
問
題
は
あ
っ
て
も
静
か
な
う
ち

に
決
定
さ
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
農
水
省
が
脱
粉
の
過

剰
在
庫
を
理
由
に
二
百
十
万
ｔ
の
限
度
数
量
の
切
り
込
み
を
事
あ
る

ご
と
に
マ
ス
コ
ミ
を
利
用
し
て
我
々
生
産
者
に
求
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
、国
産
の
シ
ェ
ア
を
自
ら
絶
つ
こ
と
に
な
り
、

生
乳
生
産
の
意
欲
を
損
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
確
か
に
昨
年
と
変
わ

ら
ぬ
在
庫
で
は
あ
り
ま
す
が
、
生
産
者
も
乳
業
も
一
体
と
な
り
懸
命

に
脱
粉
処
理
に
血
を
流
し
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
新
た
な
加
工
飲
用

乳
の
商
品
開
発
に
力
を
注
い
で
い
る
状
況
下
で
す
。

酪
農
と
い
う
職
業
を
守
り
、
酪
農
と
い
う
産
業
を
守
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
を
守
る
た
め
に
、
生
乳
生
産
環
境
を
し
っ
か
り
と
確
保
し

な
け
れ
ば
北
海
道
酪
農
の
将
来
は
危
う
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

先
日
、
十
勝
本
別
で
死
亡
畜
か
ら
国
内
十
五
頭
目
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
が
発

生
し
ま
し
た
。
折
し
も
米
国
よ
り
の
牛
肉
輸
入
が
夏
に
も
再
開
と
の

動
き
も
あ
る
な
か
、
農
水
大
臣
が
「
日
本
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
全
頭
検
査
は

世
界
の
非
常
識
」
と
発
言
。
苦
労
し
な
が
ら
今
日
に
至
っ
て
い
る
畜

産
農
家
、
消
費
者
を
愚
弄
す
る
情
け
な
い
焼
肉
業
界
の
大
臣
で
す
。

怒
り
の
気
持
ち
は
当
然
で
す
が
、
農
業
者
自
ら
が
日
本
の
安
全
・
安

心
で
あ
る
食
料
を
供
給
す
る
よ
り
道
は
な
い
よ
う
で
す
。

平
成
十
七
年
三
月
一
日

纐
纈
　
成
喜


